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第 1 章ではローダミン B について，有機溶媒による抽出傾向，ポーラログラフ的挙動および吸収ス
ペクトノレを検討している。
第 2 章では従来から利用されているローダミン B によるアンチモン，ガリウム，金，タリウムの吸
光度定量分析の条件を改良して定量感度を高める研究を行ない，さらに新たにスズ，鉄，ビスマス，
水銀の 4 金属もローダミン B を用いて吸光度定量する乙とが可能であることを見出している。
第 3 ， 4 章では数種のローダミンB-金属クロロ錯体を単離し，その組成を定めている。
まず，吸光度法から錯体の組成を検討し，アンチモン CV) ，ガリウム(皿)，金 Cill) ，タリウム
Cill) 錯体のみならず，安定度定数が比較的低いスズ CW) ， 鉄(圃)， ビスマス(皿)，水銀 C n) 
錯体も同様に 1 : 1 錯体である乙とを明らかにしている。
つぎに，アンチモン CV)，スズ C lV)，コバルト(圃)， 鉄(圃)， タリウム(圃)，水銀 C n) 錯
体のポーラログラフ的挙動を検討したのち，乙れらの錯体組成を求め吸光度法で得た結果と同じよう
に 1 : 1 錯体であるととを確かめている。
また，各錯体の安定度定数が吸光度法によって求められ，それらの値と金属の電気陰性度との聞に
比例関係がある乙とを認めている。






本論文では， 8 種類の金属について，そのローダミン Bークロロ錯体をそれぞれ単離し，吸光度測
定およびポーラログラフイーによって，それらの錯体組成を決定し，さらに安定度定数と各金属の電
気陰性度との関係を明らかにしている。これらの知見はローダミン B による金属の吸光度分析の基礎
として重要なものである。またローダミン B による金属吸光度分析の条件を改良し，定量感度を上昇
させるとともに，適用範囲を拡大し，それぞれの金属の定量法を確立している。したがって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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